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本日のお話

n気候危機
nサーキュラー・バイオエコノミー
n北信地域におけるバイオエネルギー利用
n持続可能な地域へ
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気候危機
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出典）気象庁「気候変動監視レポート2018」

大雨の頻度の増加
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上昇する気温

Source) IPCC(2018) Summary for Policymakers. In: Global Warming of 1.5°C. An IPCC Special Report
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出典）気象庁「気候変動監視レポート2018」

上昇する気温
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分水嶺だった2015年

世界共通の長期目標として、＋2℃目標（できれば、1.5℃を目標）
今世紀後半までの「脱炭素化」
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出典）国土交通省「気候変動を踏まえた治水計画のあり方」提言

提言「気候変動を踏まえた治水計画のあり方」

n 気候変動は顕在化しているとの認識
l IPCCのレポートでは「気候システムの温暖化には疑う余地はない」
とされ、実際の気象現象でも気候変動の影響が顕在化

n 将来の降雨量の変化倍率（暫定値）
l ＲＣＰ2.6（２℃上昇相当）を想定した、将来の降雨量の変化倍率は
全国平均約1.1倍

n 治水計画の見直し
l パリ協定の目標と整合するRCP2.6（2℃上昇に相当）を前提に、治
水計画の目標流量に反映し、整備メニューを充実。将来、更なる温度
上昇により降雨量が増加する可能性があることも考慮。

l 気候変動による水災害リスクが顕在化する中でも、目標とする治水安
全度を確保するため、河川整備の速度を加速化

2019年3月検討開始

→10月18日提言公表
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IPCC1.5℃特別報告書の衝撃

n少なくとも5年に1回、深刻な
熱波を被る世界人口の割合
l 2℃：37％
l 1.5℃：14％

n海洋漁業の漁獲量の減少量
l 2℃：300万t
l 1.5℃：150万t

n北極に海氷がない夏
l 2℃：10年に1回
l 1.5℃：100年に1回

1.5℃目標達成のためには、
2050年までにCO2排出を実質ゼロに

2030年までに45％削減（2010年比）が必要
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劇的なCO2排出削減が必要

Source) IPCC(2018) Summary for Policymakers. In: Global Warming of 1.5°C. An IPCC Special Report
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止まらないCO2排出



11Copyright © 2019 Renewable Energy Institute. All Rights Reserved

カギを握る自然エネルギー

Source) IRENA(2019) Global Energy Transformation: A roadmap to 2050 (2019 Edition) 

最後まで残る

産業部門からの排出
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自然エネルギー電力の増加

Source) IRENA(2019) Global Energy Transformation: A roadmap to 2050 (2019 Edition) 
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サーキュラー・
バイオエコノミー
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サーキュラー・エコノミー

Source)Ellen MacArthur Foundation

バイオエコノミー
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バイオエコノミー：脱化石燃料化は全ての分野でBurn for energy or maximise value extraction?

7 June 201717
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廃棄物処理の方法

出典） リサイクルデータブック2018、Appendex「EUの資源消費、資源効率、廃棄物、リサイクル統計」

＜都市ごみの方法別処理量＞

バイオ系素材の使用量の増加が、廃棄物処理の方法を変える？
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日本における参考事例

出典） NEDOホームページ

n富士クリーン（香川県）
l 中間処理～最終処分までの
一貫体制

l 地域の多様なバイオマスを
混合し、乾式メタン発酵施
設を中心に処理

l バイオガスは、熱・電気の
供給に活用（非FiT）
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Magic Factory構想

Source) IEA Bioenergy (2018) The Role of Anaerobic Digestion and Biogas in the Circular Economy
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再生可能ガスの世界へ

Source) IRENA (2018) Biogas for Road Vehicles; Technology Brief
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再生可能ガスの世界へ

Source) IEA (2019) World Energy Outlook
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北信地域における
バイオエネルギー利用
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北信地域のバイマガスポテンシャルの試算

使用済みきのこ培地：14万wet-t/年

メタンガス発生量：1,360万ｋL/年

エネルギー量：490TJ/年

メタン収率：mL-CH4/g-VS
（TS比率：36%、VS比率90％）

メタンガス発熱量：35.8MJ/Nm3
(1Nm3=1kL)

長野県全体（2016年）の最終エネルギー消費量：186PJ/年の0.3％
北信地域の最終エネルギー消費量の7.1％に相当

出典）浅野憲哉（2017）「地域由来の湿潤バイオマスからの生物学的メタン生成」

＊北信地域のエネルギー消費量は、単純な世帯数での按分
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北信地域の木質バイオマスポテンシャルの試算

北信州森林組合の素材生産量：20,000m3/年

推定残材発生量：8,571m3/年
：4,286t-wet/年（水分50％）

使用可能量：約4,000t/年
：0.043PJ/年（10GJ/t）

残材率：30％

貴重な木質バイオマスをどのように使うか？

増産前提の

資源量に基づく計画

は危険



24Copyright © 2019 Renewable Energy Institute. All Rights Reserved

出典）熊崎実（2015）「迫られる『未利用木材』の再定義」

丸太一本の価値
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燃料サプライチェーンの段階的発展モデル

時間

バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
消
費
量

損益分岐点

＜燃料サプライチェーンの段階的発展モデル＞

・平均的な温浴施設のチップ消費量：約300t/年
・チップ価格：10,000円/t
・300万円の売上
・原材料費等の経費を差し引いて・・・チッパーに投資するか？
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地域での連続的な導入がカギ

＜遠野市新エネルギービジョンにおける導入計画＞
年度 導入箇所 チップ消費量

(m3/年)
2015年度以前 市内小中学校、森林総合センター 600
2016年度 水光園1,400㎥＋市内小中学校・木工団地600㎥ 2,000
2017年度 市庁舎（冷房需要もあり） 3,000
2019年度 市内庁舎支所に導入予定 4,000

市庁舎ボイラーからとぴあ庁舎への熱供給ほか 6,000
2020年度～ 市中心部の市民センター・プール、ホテル 10,000
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家庭部門における負担
世帯あたり年間エネルギー種別
支払金額
（万円/世帯・年）

世帯あたり年間自動車燃料別
支払金額
（万円/世帯・年）

環境省（２０１９）平成２９年度家庭部門のCO2排出実態統計調査より
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持続可能な地域へ
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FiT制度の見直し

l 地域で活用されうる電源については、「自家消費等を優先的に評価する仕組みを
前提としつつ、当面は現行のFIT制度の基本的枠組みを維持する」と整理されてい
るが、具体的にどのように取組を評価し、支援の対象としていくか。

l 地域活用電源の地域の持続可能な開発に貢献する価値を積極的に評価していくた
めに、エネルギー分野以外の適切な行政分野との役割分担・連携をどのように深
化させていくか。

出典：第1回再エネ主力電源化制度改革小委員会（2019年9月19日）資料より
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分散型グリッドへ？

出典：第1回持続可能な電力システム構築小委員会（2019年11月8日）資料より
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分散型グリッドの具体的イメージ

出典：GJ Joule (2019) 第10回日独環境エネルギーフォーラム資料
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調整力の提供

出典） Next Kraftwerke

＜VPPを介したバイオガスプラントの柔軟な運転＞
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自然資本に基づく社会・経済を構築できるか？

Source) Stockholm Resilience Centre


